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弥
生
三
月
、
よ
う
や
く
春
め
い
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
後
援
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
変
わ
ら
ず
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
卒
業
さ
れ
ま
す
健
康
栄
養

学
部
の
管
理
栄
養
学
科
と
食
品
学
科

の
皆
様
方
に
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

卒
業
さ
れ
る
ご
子
息
、
ご
息
女
の

皆
様
を
今
日
ま
で
経
済
的
に
も
精
神

的
に
も
温
か
く
支
え
て
下
さ
っ
た
ご

家
族
の
方
の
お
慶
び
は
い
か
程
か
と

拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
卒
業
さ
れ
る
皆
様
は
東
京
聖

栄
大
学
の
第
三
回
目
の
卒
業
生
と
な

ら
れ
ま
す
。
こ
の
四
年
間
学
ん
で
き

た
〝
食
〟
に
つ
い
て
の
知
識
を
卒
業

後
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

社
会
貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
社
会
は
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
世
界
的
な
景
気
後
退

の
後
遺
症
が
続
い
て
い
る
た
め
に
、

就
職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
人
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
と
き
に
は
冷

静
に
自
分
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
か

と
思
い
ま
す
。

　

マ
リ
ナ
ー
ズ
の
「
イ
チ
ロ
ー
」
選

手
は
「
あ
こ
が
れ
を
持
ち
す
ぎ
て
、

自
分
の
可
能
性
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う

人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
自
分
の

持
っ
て
い
る
能
力
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
可
能
性
は
広
が
る
と
思

い
ま
す
。」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
の
決
ま
っ
た
人
は
、
職
業
人

と
し
て
の
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま

す
が
、
多
分
当
面
の
間
は
地
味
な
仕

事
が
続
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
企
業
は
皆
様
を
期
待
し
て

採
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
う
ち

能
力
を
引
き
出
そ
う
と
し
ま
す
。
そ

の
時
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
は
自
分
で
考
え
、
判
断
し
、
能
力

を
充
分
活
か
し
て
世
の
中
に
大
き
く

羽
ば
た
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
大
学
の

教
職
員
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様
に

は
熱
心
な
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
受
け

賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
大
学
と
卒
業
生

の
皆
様
、
後
援
会
の
皆
様
方
の
ご
発

展
を
心
か
ら
ご
祈
念
し
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度 

保
護
者
会
報
告

　

保
護
者
会
（
後
援
会
・
大
学
共

催
）
な
ら
び
に
、
教
職
員
と
の
情
報

交
換
会
（
後
援
会
主
催
）
が
、
昨
年

平
成
二
十
三
年
度

後
援
会
総
会
開
催
に
つ
い
て

一
．
日
時

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
日
（
土
）

　
　

午
前
十
一
時
頃

　
　
（
入
学
式
に
引
き
続
き
）

二
．
場
所

　
　

わ
た
な
べ
記
念
館
（
講
堂
）

一
時
間
程
の
お
時
間
で
す
。
ご
出
席

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

十
月
二
日
（
土
）、
六
十
七
名
の
保

護
者
の
参
加
を
得
て
学
内
で
開
催
さ

れ
た
。

　

当
日
は
、
十
三
時
よ
り
全
体
会
と

し
て
一
号
館
四
階
の
講
堂
を
会
場
と

し
て
糸
井
正
明
後
援
会
会
長
の
挨

拶
、
松
本
信
二
健
康
栄
養
学
部
長
の

挨
拶
の
後
「
各
学
科
の
現
状
と
課
題

（
報
告
）」
に
つ
い
て
、
阿
左
美
章
治

管
理
栄
養
学
科
長
、
筒
井
知
己
食
品

学
科
長
の
両
学
科
長
よ
り
報
告
が
行

な
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
各
教
室
に
移
し

学
科
・
学
年
別
懇
談
会
が
行
わ
れ
、

学
年
担
任
を
中
心
に
懇
談
し
有
意
義

な
時
間
が
持
た
れ
た
。

　

保
護
者
会
終
了
後
は
、
教
職
員
と

の
情
報
交
換
会
が
本
学
多
目
的
ホ
ー

ル
に
於
い
て
行
な
わ
れ
、
親
睦
が
深

め
ら
れ
た
。

保護者会

保
護
者
会
に
参
加
し
て

１
Ｎ
Ｂ　

土
屋　

和
夫

　

年
月
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

入
学
式
か
ら
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

家
庭
で
は
大
学
で
の
様
子
を
ほ
と
ん

ど
話
さ
な
い
娘
の
様
子
を
伺
う
良
い

機
会
だ
と
思
い
、
保
護
者
会
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
現
在
の
学
生
の
現

状
や
国
家
試
験
の
合
格
率
、
就
職
状

況
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
我
が

子
に
は
ま
だ
先
の
こ
と
だ
と
は
思
い

な
が
ら
、
目
標
に
向
か
っ
た
学
生
生

活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま

し
た
。

　

学
科
別
・
学
年
別
で
は
、
学
年
担

任
の
先
生
か
ら
学
生
た
ち
の
現
状
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
学
生
生
活
の

様
子
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
個
別
に
我
が
子
の
成
績
を
見

せ
て
頂
く
機
会
が
あ
り
、
勉
強
に
つ

い
て
い
け
て
い
る
か
心
配
を
し
て
い

ま
し
た
が
、「
大
丈
夫
で
す
よ
お
父

さ
ん
。私
ど
も
に
任
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
頂
い
た
時
は
ほ
っ

と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

今
回
始
め
て
の
保
護
者
会
参
加
で

し
た
が
、
先
生
方
の
人
柄
や
大
学
生

活
の
様
子
な
ど
参
加
し
な
け
れ
ば
分

か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
大
変

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
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●
聖
栄
葛
飾
祭（
大
学
祭
）

　

昨
年
十
一
月
五
日
（
金
）

前
夜
祭
、六
日（
土
）・
七
日

（
日
）本
祭
と『
聖
栄
葛
飾

祭
』が
開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
、「eating is happy 

食
べ
る
っ
て
幸
せ
♡
」
の
テ
ー
マ
で
、

栄
養
・
健
康
・
食
品
に
関
す
る
企
画

を
充
実
し
、葛
飾
区
の
後
援
に
加
え
、

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
東
京
農
政

事
務
所
の
協
賛
を
受
け
た
。

　

㈳
全
国
栄

養
士
養
成
施

設
協
会
の
後

援
を
受
け
た

「
教
え
て
！

私
の
身
体
、

大
丈
夫
!?
」

や
㈳
日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

協
会
と
の
共
催
に
よ
る
食
育
イ
ベ
ン

ト
「
何
を
、
誰
と
、
ど
う
食
べ
る
」

な
ど
の
企
画
を
実
施
し
た
。

● 

ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
㈱
よ
り
表
彰

　
『
聖
栄
葛
飾
祭
』
に
て
、
ブ
ル
ド
ッ

ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社
の
「
学
園
祭
模

擬
店
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
二
団

体
が
応
募
し
、
焼
き
そ
ば
の
模
擬
店

を
出
店
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会

が
一
等
に
、
お
好
み
焼
き
の
模
擬
店

を
出
店
し
た
１
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ス
が
ユ
ー

モ
ア
賞
に
入
賞
し
表
彰
を
受
け
た
。

　

卒
業
を

ひ
か
え
た

こ
の
時
期
、

四
年
次
生

は
管
理
栄

養
士
国
家

試
験
の
合

格
を
目
指
し
、
二
月
の
直
前
講
習
会

に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
夜
昼
な

く
真
剣
に
試
験
勉
強
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
学
内
に
は
四
年
次
生
自
身
が

作
成
し
た
「
決
意
表
明
入
り
、
試
験

ま
で
あ
と
○
○
日
の
ポ
ス
タ
ー
」
が

掲
示
さ
れ
大
い
に
気
持
ち
を
高
め
て

い
る
。
三
年
次
生
は
一
月
下
旬
に
臨

地
実
習
の
一
回
目
の
報
告
会
が
終
了

し
、
就
職
活
動
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
学
生
は
今
、
試
験
期
間
中

で
あ
り
、
当
該
年
次
の
仕
上
げ
に
励

ん
で
い
る
。
四
月
か
ら
は
、
新
設
し

た
国
家
試
験
の
受
験
資
格
取
得
に
必

修
な
対
策
教
科「
特
論
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
三
年
次
生
か
ら
適

用
さ
れ
る
。
ゆ
と
り
教
育
世
代
の
学

生
達
に
と
っ
て
は
受
験
資
格
を
左
右

す
る
重
要
な
教
科
で
あ
る
こ
と
か
ら

管
理
栄
養
学
科

国
家
試
験
合
格
に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

管
理
栄
養
学
科
長
　
阿
左
美
章
治

大
い
な
る
緊
張
感
を
持
っ
て
臨
ん
で

欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
今
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
国
試
対
策

員
の
活
躍
で
、
学
生
間
で
勉
強
を
し

合
う
グ
ル
ー
プ
学
習
が
放
課
後
の
勉

強
会
に
進
展
す
る
な
ど
学
生
の
主
体

的
活
動
と
し
て
、
特
に
三
年
次
生
で

定
着
し
つ
つ
あ
り
さ
ら
な
る
拡
が
り

に
期
待
し
て
い
る
。
新
年
度
は
四
月

の
実
力
確
認
試
験
か
ら
始
ま
る
こ
と

か
ら
学
科
と
し
て
は
、
学
生
各
自
の

教
育
お
よ
び
実
力
向
上
に
向
け
さ
ら

な
る
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
た
い
。

学
生
コ
メ
ン
ト　

中
村
太
一
さ
ん

（
管
理
栄
養
学
科
三
年
次
生
）

　
「
来
年
度
か
ら
変
わ
る
授
業
を

し
っ
か
り
受
け
て
実
力
を
つ
け
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
間
で
の

勉
強
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、

学
年
全
体
で
切
磋
琢
磨
し
て
、
必
ず

国
家
試
験
に
合
格
し
て
み
せ
ま
す
。」

合格者体験講話

学友会活動報告

　

本
学
科
は
、
こ
の
三
月
に
三
期
生

を
卒
業
生
と
し
て
送
り
出
し
た
。
日

本
経
済
の
悪
化
に
よ
り
卒
業
生
の
就

職
内
定
率
も
前
年
よ
り
悪
化
し
て
い

る
が
、
今
年
度
は
複
数
名
の
学
生
が

食
品
学
科

基
礎
学
力
の
向
上
と
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
形
成
支
援
に
注
力

食
品
学
科
長
　
筒
井
　
知
己

中
小
企
業

庁
支
援
の

キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
を

受
講
で
き

る
よ
う
に

な
っ
た
。

ま
た
食
品

学
科
生
の
み
に
限
定
し
た
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
も
実
施
し
、
よ
り
き
め
細
か

い
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
学

生
を
採
用
す
る
企
業
の
人
事
担
当
者

の
意
見
を
聴
く
と
、
明
る
く
元
気
で

挨
拶
を
含
め
日
常
生
活
が
き
ち
っ
と

で
き
る
学
生
を
採
用
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
三
年
次
生
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験
を
踏
ま
え
て

積
極
的
に
就
職
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。一
、

二
年
次
生
に
関
し
て
は
例
年
通
り
基

礎
学
力
を
向
上
さ
せ
る
指
導
と
と
も

に
種
々
の
資
格
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ

せ
て
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
豊
か
に
な

る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

学
生
コ
メ
ン
ト　

深
野
麻
夏
さ
ん

（
食
品
学
科
三
年
次
生
）

　
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し

た
こ
と
で
働
く
実
感
が
わ
い
た
。
ま

た
、
効
率
よ
く
行
動
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
学
ん
だ
の
で
、
就
職
活
動
で

は
し
っ
か
り
と
実
践
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
き
た
い
。」 卒業論文発表会

学友会レストラン

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

二
月
三
日
・
四
日
の
両
日
、
三
年

次
生
を
主
対
象
に
し
た
「
業
界
・
企

業
説
明
会
」が
開
催
さ
れ
た
。病
院
・

福
祉
施
設
・
給
食
会
社
・
薬
局
・
食

品
会
社
・
ホ
テ
ル
等
の
人
事
担
当
者

が
来
校
さ
れ
、
業
界
説
明
や
各
企
業

説
明
が
実
施
さ
れ
た
。
両
日
と
も
、

午
前
は
全
体
説
明
会
、
午
後
は
各
企

業
の
個
別
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。
後

期
定
期
試
験
が
終
了
し
、
就
職
活
動

の
本
格
開
始
を
迎
え
た
タ
イ
ム
リ
ー

な
開
催
と
な
り
、
多
く
の
学
生
が
出

席
し
、
個
別
説
明
会
で
は
真
剣
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
生

城
山
恵
利
さ
ん
（
管
理
栄
養
学
科
三

年
次
生
）
は
「
通
常
の
企
業
説
明
会

と
は
違
い
、
少
人
数
で
質
問
も
し
や

す
く
、
多
く
の
話
を
聞
く
こ
と
が
出

来
た
。
ま
た
、
企
業
の
特
徴
や
雰
囲

気
を
つ
か
む
こ
と
が
出
来
た
。」
と

話
し
て
い
た
。

　

学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、

春
休
み
の
就
職

活
動
に
よ
り
、

新
年
度
、
多
く

の
学
生
よ
り
の

学内業界・企業説明会

就
職
イ
ベ
ン
ト

「
業
界
・
企
業
説
明
会
」
の
開
催

内
定
報
告
を
待
っ
て
い
ま
す
。



入学式
（H22.4.5）

学友会総会
（H22.4.14）

宿泊研修（管理栄養学科）
（H22.4.6 ～ 4.7）

食品衛生講習会
（H22.10.6） ▲東京都食育フェア（H22.10.10）

防災訓練
（H22.10.13）

就職活動のためのマナー講座
（H22.11.24）

就職活動のためのディスカッション講座
（H22.12.9）

聖栄葛飾祭
（H22.11.6 ～ 11.7）

入試成績優秀特待生
（H22.5.19）

学業成績優秀奨学生

▲

（H22.5.19） NHK取材（食育サポーター事業）
（H22.5.25）

地域共創活動（柴又宵まつり）
（H22.9.25）

フィールド研修（食品学科）
（H22.8.3 ～ 8.5）

体育祭
（H22.5.28）
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４月１日（金）	 学年開始
４月２日（土）	 入学式
４月４日（月）～７日（木）
	 ガイダンス等
４月８日（金）	 前期授業開始
５月31日（火）
	 学園創立記念日
７月30日（土）	 前期授業終了
８月８日（月）	 夏期休暇開始
９月22日（木）
	 夏期休暇終了・前期終了
９月24日（土）
	 後期開始・後期授業開始
11月２日（水）・４日（金）
	 大学祭準備
11月５日（土）～６日（日）
	 聖栄葛飾祭
11月７日（月）
	 大学祭後片付（休講）
11月８日（火）	 代日休校
12月26日（月）	 授業終了
12月27日（火）	冬期休暇開始
１月７日（土）	 冬期休暇終了
１月10日（火）	 授業再開
２月３日（金）	 後期授業終了
３月15日（木）	 卒業式
３月31日（土）	 学年終了

平成23年度

学　年　暦

副
会
長
挨
拶

後
援
会
副
会
長　

橋
田　

幸
子

　

早
春
の
頃
、
後
援
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
千
秋
の
思
い
で
こ
の
日
が
来

る
の
を
心
待
ち
に
な
さ
っ
て
お
ら
れ

た
御
父
母
家
族
の
皆
様
へ
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
皆
さ
ん
は

学
業
成
就
し
東
京
聖
栄
大
学
で
の
か

け
が
え
の
な
い
生
活
を
振
り
返
り
感

慨
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

世
の
中
は
、
予
想
だ
に
し
な
か
っ

た
ス
ピ
ー
ド
で
流
れ
ま
た
と
も
す
れ

ば
自
分
の
目
的
、
目
標
を
見
失
い
が

ち
の
中
、「
剛
毅
果
断
な
る
青
年
と

成
れ
」
こ
の
言
葉
の
様
に
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
た
感
謝
す
る
心
を

忘
れ
ず
限
り
な
い
可
能
性
の
あ
る
未

来
に
向
か
い
、勇
気
を
産
み
出
す「
積

極
的
な
心
」
を
持
ち
志
や
夢
を
失
う

こ
と
な
く
自
分
の
人
生
を
歩
い
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
健
康
な
体
を
持

ち
自
分
や
他
人
を
愛
す
る
心
と
お
洒

落
心
、
気
持
ち
の
余
裕
を
生
む
遊
び

心
の
携
帯
を
忘
れ
ず
に
。
四
年
間
学

生
の
教
育
指
導
に
尽
力
い
た
だ
い
た

教
職
員
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
今
後
と
も
卒
業
生
の

皆
様
、
後
援
会
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
発
展
、
本
学
の
ご
発
展
を
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
大
学
新
卒
者
就
職
内
定
状

況
は
、
文
部
科
学
省
調
査
に
よ
る

と
「
就
職
氷
河
期
」
よ
り
低
い
過
去

最
悪
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
本
学

の
就
職
内
定
状
況
も
昨
年
度
比
悪
化

し
、
二
月
中
旬
の
集
計
で
就
職
内
定

率
が
学
部
合
計
七
二
％
と
、
昨
年
同

日
比
マ
イ
ナ
ス
八
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ

た
。

　

学
科
別
で
は
、
管
理
栄
養
学
科
で

は
、
内
定
者
の
多
く
は
管
理
栄
養
士

職
就
職
で
、
今
年
も
公
務
員
、
病
院
、

　
４年次生の主な就職進学予定先

【就職】
＜管理栄養士・栄養士職＞
（公務員）
　川越市栄養士
（病院）
　(医社)桜水会　筑波病院
　新小岩なか内科
（福祉施設）
　(社福)あたご会　天羽養護老人ホーム
　(社福)佑啓会　ふる里学舎
（保育園）
　�亀戸浅間保育園、さくら学園保育所、そ
あ保育園、こでまり保育園、東京自由保
育園、なかよし保育園、東戸越保育園

（給食会社）
　�アイビス㈱、エームサービス㈱、㈱エ
ム・ティー・フード、㈱グランディッ
ク、㈱グリーンハウス、シダックス㈱、
㈱住商ドラッグストアーズ、西洋フー
ド・コンパスグループ㈱、日清医療食
品㈱、富士産業㈱、ベストフードサー
ビス㈱、㈱メフォス、㈱安田物産、㈱
レオックジャパン、㈱レパスト

（薬局・その他）
　�㈱セイジョー、セガミメディクス㈱、
㈱阪神調剤薬局、㈱富士薬品
＜一般企業＞
　�㈱アイネット、アサマ化成㈱、㈱あさ
やホテル、アドアーズ㈱、㈱ウェアハ
ウス、㈱江戸清、㈱王将フードサービ
ス、㈱コスモフーズ、㈱ジェイプロジェ
クト、下田商事㈱、㈱新昭和、㈱アミー
チ、大東カカオ㈱、タカラ食品工業㈱、
㈱トーエイビジコム、㈱虎昭産業、㈱
華屋与兵衛、ヒューマンライフケア㈱、
㈱フィナンシャル・エージェンシー、
㈱フードケミファ、藤田観光㈱（ホテ
ルアジュール竹芝）、藤原運輸㈱、も
んじゃお好み焼き穂、㈱米八東日本

【進学】
　�東京農業大学大学院、聖徳調理師専門
学校、東京栄養食糧専門学校

進
路
状
況

大
学
ト
ピ
ッ
ク
ス

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
・
学
内
装
飾

　

学
生
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
学
友

会
で
は
学
内
を
四
季
の
行
事
に
合
わ

せ
て
装
飾
を
し
、
季
節
の
雰
囲
気
を

楽
し
も
う
と
昨
年
十
二
月
、
学
内
に

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
設
置
等
、
装

飾
を
施
し
た
。

　

ま
た
、
十
二
月
十
七
日
に
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
他
学

年
の
学
生
と
の
交
流
の
場
と
な
っ

た
。
教
職
員
も
参
加
し
、
ゲ
ー
ム
な

ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

葛
飾
区
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
表
彰

　

十
二
月
二
十
一
日
、
学
友
会
役
員

が
葛
飾
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
『
聖

栄
葛
飾
祭
』
等
で
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
金
を
持
参
し
た
。　

本
学
の

『
聖
栄
葛

飾
祭
』
等

で
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー

活
動
が
評

価
さ
れ
、

一
月
二
十

五
日
に
葛
飾
区
社
会
福
祉
協
議
会
よ

り
表
彰
を
受
け
た
。

表彰を受ける学友会

福
祉
施
設
、
保
育
園
、
給
食
会
社
、

薬
局
等
を
内
定
先
と
し
て
い
る
。

　

食
品
学
科
で
は
、食
品
企
業
の
研

究・
技
術・
製
造
職
や
調
理
職
な
ど
幅

広
い
分
野
で
の
内
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
は
二
月
・
三
月
で
の
就
職
内

定
者
が
多
く
、
今
年
も
現
在
、
全
学

的
に
就
職
未
内
定
者
へ
の
支
援
に
努

め
て
い
る
。

　

ま
た
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

早
く
も
現
三
年
次
生
の
就
職
内
定
報

告
を
受
け
て
い
る
。

クリスマスツリー


